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I can smile
because I am healthy.
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令和４年
区長の顔ぶれ

令和４年度
町政モニター

柴田町長と語ろう
＆

菰野町交流トーク

子育て世帯を応援
感染症予防物品購入券



自
分
自
身
の
身
体
を
考
え
る
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医
療
技
術
の
進
歩
や
健
康
意
識
の
高

ま
り
に
よ
っ
て
平
均
寿
命
が
年
々

延
び
て
い
る
日
本
。
そ
の
一
方
で
、
心
疾

患
や
脳
血
管
疾
患
、
肺
炎
と
い
っ
た
死
因

を
抑
え
、
永
年
、
日
本
人
の
最
も
多
い
死

因
が
「
が
ん
（
悪
性
新
生
物
）」
で
す
。

そ
の
が
ん
の
中
で
も
、
女
性
の
み
が
か
か

る
子
宮
頸
が
ん
と
い
う
病
気
を
皆
さ
ん
は

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
女
性
特
有
の
病
気
で
あ

る
も
の
の
、
感
染
は
主
に
性
的
接
触
に

よ
っ
て
起
こ
り
、
女
性
の
多
く
が
一
生
に

一
度
は
感
染
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
身
近
に
潜
む
子
宮
頸
が
ん
の
リ
ス

ク
と
と
も
に
、
令
和
４
年
度
か
ら
開
始

し
た
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
↘

ア
ッ
プ
接
種
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

今
回
の
特
集
を
契
機
に
、
ご
家
庭
で
子
宮

頸
が
ん
予
防
や
自
分
の
身
体
に
つ
い
て
検

討
す
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
の
リ
ス
ク
を
知
る

子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の
頸
部
と
い

う
子
宮
の
出
口
に
近
い
部
分
に
で

き
る
が
ん
で
す
。
子
宮
頸
が
ん
に
な
る
女

性
は
、
毎
年
約
1.1
万
人
に
も
な
り
、
さ
ら

に
毎
年
約
２
９
０
０
人
の
女
性
が
子
宮
頚

が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
世
代
別
に

み
る
と
20
歳
代
の
若
い
世
代
の
罹り

患か
ん

が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
死
亡
者
数
で
は
39
歳
以

下
で
年
間
約
１
５
０
人
、
44
歳
以
下
で
年

間
３
０
０
人
の
女
性
が
子
宮
頸
が
ん
で
↘

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
30
歳
ま
で

に
が
ん
の
治
療
で
子
宮
を
失
っ
て
し
ま
う

方
も
年
間
に
１
０
０
０
人
程
度
い
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
H
P
V
）
と
い
う

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
で
生
じ
ま
す
。
H
P
V

は
、感
染
し
て
も
炎
症
反
応
が
な
い
た
め
、

自
覚
症
状
が
な
く
、
ほ
と
ん
ど
は
自
然
に

消
え
ま
す
。
し
か
し
、
一
部
の
H
P
V

は
持
続
感
染
し
、
数
年
か
ら
十
数
年
か
け

て
前
が
ん
状
態
と
な
り
、
や
が
て
子
宮
頸

が
ん
に
な
り
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
、
一
度
感

染
す
る
と
潜
伏
し
続
け
る
可
能
性
も
あ

り
、
感
染
し
な
い
た
め
の
H
P
V
ワ
ク

チ
ン
を
早
め
に
接
種
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
報
告
さ
れ
た
症

状
等
を
要
因
と
し
て
、
接
種
が
控
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
３

年
11
月
に
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性

が
改
め
て
確
認
さ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
必
要
性

現
代
の
医
療
技
術
で
は
、
子
宮
頸
が

ん
は
早
期
発
見
し
、
治
療
を
受
け

れ
ば
、
命
を
落
と
さ
ず
に
治
す
こ
と
が
で

き
る
病
気
で
す
。
そ
の
た
め
、
20
歳
以
降

の
女
性
は
２
年
に
１
度
、
子
宮
頸
が
ん
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

20
歳
に
な
っ
た
ら
２
年
に
１
度
は
必
ず
子

宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
の
身
体
に
つ
い
て
自
分
で
考
え

る
。
永
く
健
康
で
い
る
た
め
に
も
、
子
宮

頸
が
ん
を
含
め
、
こ
の
機
会
に
自
分
の
身

体
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

女性のための
健康相談と健康講座 HPVワクチンの接種は、妊娠

前から女性の身体を気遣うプ
レコンセプションケアのひと
つです。自分を大切にするた
めにも正確な情報を得て、ワ
クチンの接種を検討しましょ
う。自分はまだ大丈夫と思っ
て、ワクチン接種を先延ばし
にしないように心掛け、計画
的な接種をお勧めします。

健康相談では、こころや身体
の心配ごと、月経に関するこ
となどについて助産師、保健
師、管理栄養士が相談に応
じます。健康講座では、
骨盤底筋エクササイズ

や女性に関する
講話を行います。

※開催日程や詳細に関してはお
しらせ版でご確認ください。

▲子宮などを正しい位置に保つ効
果がある骨盤底筋エクササイズ

利用
無料

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
で
は
、
小
学
６
年
生
か
ら
高

校
１
年
生
相
当
の
女
子
に
加
え
、
平
成
25

年
か
ら
令
和
３
年
に
接
種
で
き
な
か
っ
た

方
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
H
P
V
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
有

効
性
と
リ
ス
ク
を
し
っ
か
り
と
理
解
し

て
、ご
家
族
の
皆
さ
ん
な
ど
と
話
し
合
い
、

検
診
は
大
事

Let's Exercise

正常な子宮
頚部の細胞
に HPV が

感染

一部の人で
HPV がなく
ならず感染
状態が続く

がんになる
手前の状態

になる

前がん病変
からがんに

なる

N T E R V I E W

ひとみウィメンズ
クリニック

服
はっ

部
とり

日
ひ

東
と

美
み

院長

先生に聞きました
I

I can smile
because I am healthy.

特
集

正常 HPV
感染

HPV
持続感染

前がん病変
（異形成）

子宮
頸がん

１ ２ ３ ４ ５

HPV

ほとんどが
自然に消える

一部は自然に正常状態に
戻ることがある

手術などの
治療が必要

数年～十数年で進行
O R E I N F OM
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ばんの小児科 393-3000
菰野町菰野 2268-5
あそクリニック 394-5577
菰野町潤田 2150-3
服部内科 394-7000
菰野町潤田 4116
I クリニック 391-0555
菰野町潤田 1198-1
内田クリニック 399-2800
菰野町小島 1157
おおた内科循環器科 399-2212

菰野町田口新田 2909-5

ひとみウィメンズクリニック 327-5400
菰野町大羽根園並木通り 10-1

※上記以外の県内医療機関でも接種可能
です。

下記の町内医療機関で HPV ワクチ
ンを接種できます。接種には、予
約が必要な医療機関もあります。

▶要予約

子ども家庭課 子育て支援係
391-1124TEL FAX 394-3423

CHECK ▶お問い合わせ

小学６年生▶高校１年生
相当の女子

過去に HPV ワクチンを
合計３回接種していない方

HPVワクチン接種

接種
無料

町内医療機関
HPVワクチン接種が
できる

HPV ワクチンは
種類によって決め
られた間隔を確保
しつつ、同じワク
チ ン を 合 計 3 回
接種する必要があ
ります。対象の方
には、順次、予診
票を送付します。

接種対象

（平成９年４月２日生まれ～平成 18
年４月１日生まれの女性）

CATCH
UP!!

※令和４年４月から令和７年３月 31 日
までの３年間、公費で接種できます。

1

２

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

子宮頸がんのワクチン接種に気持
ちが前向きにならなくて…

話しにくいかもしれませんが、家
族やかかりつけ医などと相談して
みるのもいいですよ。

HPV ワクチンは何歳くらいまでに
打った方がいいですか？ 

HPV は持続感染の恐れもあるの
で、接種するなら対象年齢のうち、
早めに接種したほうがいいですね。

子宮頸がん検診
町では、子宮頸がん検
診など各種がん検診
の案内を対象者に送
付しています。検診の
受診には、お申し込み
が必要です。

健康福祉課
健康づくり係

391-1126TEL
FAX 394-3423

CHECK ▶お問い合わせ

O R E I N F OM

子宮頸がんの進行

Q

Q

A

A

キャッチアップ
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 諸岡清隆
 佐々木 理　　芝田秀𠮷
 位田嘉則　　 大塚健兒
 岡山芳政　　 辻 正人　　 千種隆和
 増田隆広 　　木城喜久一

令
和
４
年

区
長
の
　   

ぶ
れ

和
４
年
の
各
区
区
長
の
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。
昨
年
か
ら
全
39
区
中
10
区
で

区
長
が
交
代
し
ま
し
た
。

令

小
お

川
がわ

一
かず

隆
たか

板
いた

津
づ

呂
ろ

 博
ひろし

青
あお

山
やま

 晶
あきら

岡
おか

山
やま

芳
よし

政
まさ

佐
さ

々
さ

木
き

 理
おさむ

中
なか

村
むら

いと 小
お

澤
ざわ

善
よしたか

隆 田
た

川
がわ

 弘
ひろむ

山
やま

下
した

 潤
じゅん

中
なか

村
むら

洋
よう

治
じ

前
まえ

田
だ

宏
こう

郎
ろう

石
いしがき

垣敬
け い じ

司
千
ち

種
くさ

隆
たか

和
かず

芝
しば

田
た

秀
ひで

𠮷
よし

三
み

﨑
さき

善
よし

満
みつ

増
ます

田
だ

隆
たか

広
ひろ

たち
 茂
しげる

木
こ

場
ば

智
とも

良
よし

大
おお

橋
はし

仁
ひと

視
み

稲
いな

田
だ

和
かず

之
ゆき

松
まつ

井
い

 環
たまき

鈴
すず

木
き

拓
たく

男
お

諸
もろ

岡
おか

清
きよ

隆
たか

内
うち

田
だ

久
ひさ

実
み

市
いち

岡
おか

義
よし

定
さだ

印は新区長
※上段は氏名
　下段は区名

新

菰
野

９区

地　区

湯の山 神明 大羽根園 菰野第一区 菰野第二区

菰野第三区 宿野 福村 神森

鵜
川
原

６区

地　区

竹
永

２区

地　区

竹成 永井

朝
上

14区
地　区

松涛園 小島

田口新田 美山 田口 日丘 切畑 根の平

鈴鹿台 一本木団地 青葉台

田光 杉谷 榊

区 長 会 役 員

新

敬
称
略

顔

会　長

副会長

監　事

総　代

氏名 推薦区 町での生活年数 この町の好きなところ 町政に期待する点、町政に一言

谷
たに

脇
わき

真
ま

理
り

子
こ

大羽根園 36 年 自然豊かでまちの人がやさしいとこ
ろ。 小学校のような中学校の給食を実現させてほしい。

院
いん

南
なん

礼
れい

子
こ

菰野第一区 43 年 自然がたくさんあって住みやすいま
ちです。

町民の要請、要望に対しできる限り迅速に実行し
てほしいです。

蟬
せみ

平
ひら

喜
き

司
と

一
し

菰野第二区 43 年 自然環境に恵まれ都会すぎず田舎す
ぎず津波の心配もない。

菰野インターチェンジ周辺の開発を早く進めてほ
しい。

丹
に

羽
わ

吾
ご

郎
ろう

菰野第三区 46 年 河川敷のジョギング中に、ウグイス
が鳴くなど自然豊かなところ。

アクアイグニスが大変賑わっているが、道の駅を
もう少し工夫し魅力あるべきものにすべき。

山
やま

下
した

澄
すみ

子
こ

福村 42 年 緑豊かで穏やかな環境。近隣市町へ
のアクセスも良く住みよいまち。

高齢者世帯の増加が進む中、生活の質を低下させ
ず安心して暮らせるよう福祉支援の充実を。

井
い

口
ぐち

美
み

香
か

下村 11 年 自然が豊かで、空気のおいしいとこ
ろ。

通学路における交通安全の更なる確保。自然環境
との調和を保ち、土地の有効活用。

山
やま

下
した

和
かず

久
ひさ

池底 76 年 自然の豊かさと、町内近隣交通機関、
商工業に恵まれている。

より安全な通学路（歩道）、自転車路共用の道、町
道の改修（補修）整備、工事を迅速に願う。

林
はやしざき

﨑みどり 諏訪 56 年 春夏秋冬いつも美しい鈴鹿山脈。田
畑の風景。きれいな空気、水。

健康、安全なまちづくり。教育、福祉の充実。事
故や災害をなくす、減らすための工夫。

服
はっとり

部 誠
まこと

竹成 67 年 四季を通じて、鈴鹿山脈の自然、観
光、産業。

若い家族が安心して、子育てができる施設を各地
区に設置してほしいと思います。

藤
ふじ

井
い

奈
な

美
み

路
じ

永井 36 年 四季折々豊かな自然の美しさ、厳しさ、
優しさを感じられ心豊かになります。

高齢者が安心して暮らせるまちづくり。子どもた
ちの通学路、歩道整備の充実。

中
なか

村
むら

代
よ

利
り

子
こ

杉谷 41 年 山あり、田んぼあり。今の時期田に水が入り、
田植えが始まる。肌で感じる空気が好き。

おしらせ版や広報にしっかり目を通し、情報を得て、活用
したい。利用したい、参加したい。人にも教えたり伝えたい。

清
し

水
みず

 清
きよし

松涛園 34 年 都市部への交通の便がよく、自然豊
かで近くに温泉があること。

若い人が町内に定住することができるように町内
に大学や企業の誘致をしてほしい。

増
ます

田
だ

とし子
こ

小島 42 年 自然豊かで、人が穏やかで温かい。 若者が進学、就職で町外に出ていくので少子化に
なりつつある。もっと企業誘致を‼

橋
はし

本
もと

啓
けい

市
いち

鈴鹿台 ６年 キャンプ場もあり、自然が豊かなと
ころ。

いなべ市は観光や人を呼び込むイベントに力を入れ
ている。菰野町も観光資源を生かしてもらいたい。

鈴
すず

木
き

節
せつ

子
こ

音羽 70 年 自然豊かな田舎であり、車で少し走れ
ば「まち」がある暮らしやすいところ。

高速道路のインターチェンジを生かし、自然と調
和した企業誘致を図り地元で働ける場所を増やす。

谷
たに

 みどり 三滝園 40 年 自然豊かで住みやすいまち。特に山の
景色、四季折々の景色が大好きです。

子どもから高齢者にいたるまで安心安全に暮らせるまちづ
くりを期待してます。公共交通の充実も期待したいです。

曽
そ

根
ね

美
み

智
ち

子
こ

奥郷 34 年 鈴鹿の山が近くにあり四季折々の季
節の変化を感じるところ。

高齢者が免許証返納後も不便なく安心して生活で
きるまちづくりをお願いします。

町行政について気づいたこと
などを提言していただきま
す。いただいた内容は担当課
で検討し、回答します。さら
に、町の各種計画策定委員会
や審議会などに参画していた
だきます。

新

新

新

新

伊
い

藤
とう

已
み

紀
き

生
お

位
いんでん

田嘉
よしのり

則

萩
はぎ

 久
ひさ

和
かず

山
やま

下
した

信
のぶ

幸
ゆき

辻
つじ

 正
ま さ と

人 内
うち

田
だ

利
とし

弘
ひろ

大強原 下村

川北 池底

吉沢 諏訪

新

新

地 町
政
を
見
守
る
17
人
の
皆
さ
ん

区
区
長
会
か
ら
の
推
薦
を
受
け

て
令
和
４
年
度
町
政
モ
ニ
タ
ー

に
17
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
４
月
22

日
に
開
催
し
た
町
政
モ
ニ
タ
ー
会
議

で
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
委
嘱

状
を
交
付
し
「
町
の
財
政
」、「
第
６

次
菰
野
町
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
研

修
会
を
行
い
、
町
政
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
町
政
モ
ニ
タ
ー
の
皆

さ
ん
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
モ

ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
「
町
で
の
生
活

年
数
」、「
こ
の
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
」、

「
町
政
に
期
待
す
る
点
、
町
政
に
一
言
」

な
ど
を
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
お
聞
き

し
ま
し
た
。

町政モニターのしごと

新

木
き

城
しろ

喜
き

久
く

一
いち

谷
たに

 二
ふ み お

三生 大
おおつか

塚健
け ん じ

兒

福
ふく

田
た

英
えい

一
いち

中
なか

川
がわ

忠
ただ

彦
ひこ

岡
おか

﨑
ざき

昌
まさ

之
ゆき

藤
ふじ

川
かわ

史
ふみ

典
のり

中
なか

村
むら

 昭
あきら

新

千
種

８区

地　区

千草 音羽 潤田

三滝園 岡 福松 奥郷 江野

新

【敬称略】令和 4 年度
町政モニター
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９回サッカーまつりが大羽根サッ
カー場で開催されました。午前中に

は小学生のミニゲームと中学生の試合が行
われ、その後開会式に続いて四日市中央工
業高校と京都府の立命館宇治高校の試合が
行われました。試合中は激しい雨が降り、
厳しいグラウンドの状況でしたが、全国大
会出場レベルの両校は
熱戦を繰り広げ、必死
にボールを追っていま
した。

第

サッカーまつりを開催
さまざまな世代でサッカーを楽しむ

日

４月

29
◀
激
し
い
雨
の
中
、
プ
レ
ー
す
る
四
日
市
中

央
工
業
高
校
と
立
命
館
宇
治
高
校
の
選
手

年少女野球教室が大羽根運動公園野
球場で開催され、元プロ野球選手ら

10 名が指導を行いました。教室には町内野
球少年団などの子どもたち約 100 名が参加
し、投球フォームや捕球の仕方、バッティン
グフォームなどの指導を熱心に受けていまし

た。教室の最後に
は、実際に選手ら
が打席に立って守
備練習を行い、子
どもたちは選手ら
の技術に見入って
いました。

少

全国少年少女野球教室
元プロ野球選手らが直接子どもたちに指導

日

５月

４
◀
実
際
に
選
手
が
打
席
に
立
っ
て
行
っ
た
守

備
練
習
の
様
子

永年の功績を称えて

春の叙勲
　　　　武

む

藤
と う

惠
え

美
み

子
こ

さん
（70 歳 菰野第三区区 調停委員）

　　　　大
お お

橋
は し

義
よ し

信
の ぶ

さん
（66 歳 菰野第三区区 旅館寿亭取締役総料理長）

かば作業所によるマコモの植え付け体
験が音羽の水田で行われました。これ

は、障がい者施設利用者等が農業に取り組む
農福連携事業の一環として実施されたもの
で、機械化が困難なマコモの生産を担うこと
で障がい者の就農促進を図るとともに、町内
産のマコモの生産量の増加を目指す取り組み
です。好天となった当日、約 10 人の参加者
は植える間隔が均等になるよう注意しながら
マコモの苗を植えていきました。今後は除草、
葉刈り、収穫等の作業に携わる予定です。

わ

マコモの田植えを実施
秋の収穫を期待して

日

４月

28
◀
水
田
で
マ
コ
モ
を
植
え
る
参
加
者

重県保険医協会から町に絵本９冊と書
籍５冊が寄贈されました。これは、毎

年 10 月８日の「入れ歯の日」に同協会が開
催する「入れ歯供養祭」で収集した入れ歯の
金属部分などをリサイクルし、その収益に
よって書籍と絵本が寄贈されたものです。今
回、寄贈された絵本と書籍は、歯に関する絵
本「わにさんどきっ はいしゃさんどきっ」と、
口腔に関する書籍「あいうべ体操で息

そく
育
いく

　な
るほど呼吸学」です。絵本は、町内の幼稚園、
保育園、こども園９
園に各 1 冊ずつ、書
籍は、町内の全ての
小学校に各 1 冊ずつ
配付し、読み聞かせ
などで活用する予定
です。

三

県保険医協会が本を寄贈
子どもたちが歯と口腔の知識を深めるために

日

５月

19
◀
寄
贈
さ
れ
た
絵
本
と
と
も
に
写
る
県
保
険

医
協
会
の
吉
田
理
事
（
写
真
左
）
と
町
長

命の駅伝は、がん研究を支援するた
めの募金活動を目的としてランナー

が PR しながら県内各所を走る駅伝で、町
では今年で４回目の実施となりました。駅
伝当日は役場本庁での出発式と募金箱の受
け渡しを行ってスタートし、菰野厚生病院
へ向かうコースを４人のランナーが走りま
した。ランナーの皆さんは、啓発活動を行
いながら、軽快に走り抜けゴールしました。

生

生命の駅伝を実施
がん研究支援のチャリティーラン

日

５月

17
◀
P
R
を
行
い
な
が
ら
町
内
を
駆
け
抜
け

た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん

菰野町スポーツ・文化振興会内
菰野町スポーツ協会事務局

TEL 394-3930
FAX 394-1517

問い合わせ

敬称略

広報こもの
№ 742

７

秋季テニス大会▶参加 24 組
▶男子の部①小池剛央・坂上浩史組②池本大
倭・伊藤悠真組
▶女子の部①谷 優果・福田優子組②松田 麗・
小林里穂組
グラウンドゴルフ大会▶参加 298 人
▶午前男子の部①内田高義②柿市 勇
▶午前女子の部①木田末子②瀬古幸枝
▶午後男子の部①南川三男②水谷弘美
▶午後女子の部①院南利子②山本房子
秋季ソフトテニス大会▶参加 10 組
▶男子の部①竹下謙司・諸岡忠光組②大瀧羽
輝・内山 哲組
▶女子の部①石川玲子・中村トシ子組②小林
幸子・髙橋千秋組
バドミントン大会▶参加 12 組
▶男子の部①篠木貴幸・山本俊太郎組②羽田
亨・山本新二組
▶女子の部①井伊正子・中村裕貴組②河合久
美子・高井里美組

滝川右岸の菰野町ディスクゴルフコー
スで「仲間 to Let's ディスクゴルフ」

が開催されました。これまで三重県民の森で
チェックポイントを撮影して巡るロゲイニン
グを種目として実施していましたが、３年振
りの開催となった今回のイベントでは、種目
をディスクゴルフに変更して開催されまし
た。参加者たちはチームに分かれてディスク
ゴルフコースを回り、得点を競っていました。

三

仲間 to Let's ディスクゴルフ
町スポーツ推進委員が中心となって開催

日

５月

15
◀
ゴ
ー
ル
を
狙
っ
て
デ
ィ
ス
ク
を
投
げ
る
参

加
者

瑞宝双光章

瑞宝単光章

秋季野球大会▶参加８チーム
▶①中菰野スポーツクラブ②松尾クラブ
バレーボール大会▶参加４チーム
▶①オール菰野②ハーモニー
秋季卓球大会▶参加 114 人
▶男子 1 部①𠮷村正之②水越信夫
▶男子 2 部①天野光暢②伊藤秀樹
▶女子 1 部①伊藤杏莉②奥田尚美
▶女子 2 部①上田理香②村山はるみ
冬季トリムバレーボール大会▶参加９チーム
▶①アントラーズ②ラッキーズ
剣道大会▶参加２組
▶①白組②紅組
▶優秀選手 向井廉太朗、高野 陽、岸田一真、
落合柊仁
▶特別賞 安田虎ノ哉



自
転
車
の
ル
ー
ル

歩道と車道の区別があると
ころでは、自転車は車道を
通行することが原則です。

車道が原則、歩道走行は注意

自転車は車道の左端に寄っ
て通行しなければなりませ
ん。

車道は左側を通行

飲酒運転、２人乗り、横並
び走行を禁止し、夜間はラ
イトを点灯しましょう。

安全ルールを守る

児童、幼児を自転車に乗車
させるときは、ヘルメット
の着用をお願いします。

子どもはヘルメットを着用

歩道では、すぐ停止できる
速度で走り、歩行者の通行
を妨げる場合は一時停止！

歩道では歩行者優先

RULE 01 RULE 02 RULE 03

RULE 04 RULE 05

RULE 01 RULE 02 RULE 03

RULE 04 RULE 05

RULE 01 RULE 02 RULE 03

RULE 04 RULE 05
RULE 01 RULE 02 RULE 03

RULE 04 RULE 05

RULE 01 RULE 02 RULE 03

RULE 04 RULE 05
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Theme 39文化・スポーツ事業の責任者になって

　
こ
の
４
月
に
町
長
部
局
の
部
署
の
一

つ
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
課
を
設

置
し
た
こ
と
に
伴
い
、
町
長
が
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
責
任
者
を
務
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
私
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
事
業
を
観

光
事
業
等
と
連
携
さ
せ
、
さ
ら
に
活
気

あ
ふ
れ
た
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
が
、
も
う
一
つ
私
が
考
え
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
住
み
よ
い
町
を
作
り
上

げ
る
体
制
を
作
る
た
め
、
町
の
政
治
の

仕
組
み
や
用
語
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

す
る
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
選
挙
と
は
何
か
、
と
問
わ
れ

れ
ば
人
事
だ
、
と
説
明
し
ま
す
。
私
は

菰
野
町
の
社
長
、
議
員
は
菰
野
町
の
取

締
役
、
そ
し
て
皆
さ
ん
は
菰
野
町
の
株

主
の
こ
と
だ
と
広
報
こ
も
の
４
月
号
で

説
明
し
ま
し
た
。
こ
の
町
の
代
表
や
取

締
役
と
し
て
誰
が
ふ
さ
わ
し
い
か
を
決

定
す
る
た
め
の
手
続
き
、
こ
れ
が
選
挙

で
す
。
選
挙
は
、
社
長
や
取
締
役
を
雇

う
も
の
な
の
で
す
。

　
一
方
で
、
会
社
の
株
主
も
町
の
皆
さ

ん
も
、
会
社
や
自
治
体
の
政
治
に
直
接

関
わ
る
権
限
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
選
挙
が
大
切
な
の
は
、
皆
さ
ん
が

人
事
で
政
治
が
よ
く
な
る
よ
う
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い

る
、
ほ
ぼ
唯
一
の
も
の
だ
か
ら
な
の
で

す
。

　
と
、
説
明
し
て
も
、
ど
う
し
て
も
退

屈
な
も
の
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
社
会
教

育
の
事
業
と
し
て
、
講
演
会
や
質
問
会

の
方
が
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
な
る
で

し
ょ
う
。
私
の
造
語
で
す
が
「
社
会
教

育
カ
レ
ッ
ジ
」
の
よ
う
な
事
業
の
実
施

に
取
り
組
み
、
い
ろ
い
ろ
な
講
師
を
招

い
て
皆
さ
ん
に
政
治
の
仕
組
み
や
用
語

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

り

町
長
の

ひとり

語

RULE

問い合わせ

四日市西警察署 TEL
FAX 394-0110

Bicycle

Rules

不 法
就 労
I l l ega l  employment

交
流
ト
ー
ク
の
テ
ー
マ
一
覧
と
担
当

１ 区、自治会の法人化 【総務課】
２ 情報公開制度、個人情報保護制度 【総務課】
３ 地域防災 【総務課】
４ 交通安全、交通事故防止 【総務課】
５ 町内の公共交通 【総務課】
６ 総合計画 【企画情報課】
７ 自治体 DX、情報化 【企画情報課】
８ 男女共同参画 【企画情報課】
９ 広報紙づくり 【企画情報課】
10 菰野町の財政 【財務課】
11 町税のしくみ（住民税、固定資産税他）【税務課】
12 証明書のコンビニ交付 【住民課】
13 国民健康保険制度 【住民課】
14 後期高齢者医療保険制度 【住民課】
15 健康づくり 【健康福祉課】
16 障がい者福祉 【健康福祉課】
17 介護保険制度 【健康福祉課】
18 高齢者福祉 【健康福祉課】
19 高齢者の健康づくりと介護予防 【健康福祉課】
20 子育て支援 【子ども家庭課】
21 児童虐待 【子ども家庭課】
22 生活排水対策の手法 【環境課】
23 浄化槽の知識 【環境課】
24 廃棄物処理（分解、分別）の方法 【環境課】
25 ごみの減量化、資源物回収

（品目選別、出し方）の方法 【環境課】

26 廃棄物集積場と資源物回収所の
維持管理ルール（環境保全条例から） 【環境課】

27 各種リサイクル法のしくみ 【環境課】
28 廃棄物不法投棄対策とクリーン大作戦 【環境課】
29 犬猫ペットの正しい飼い方と苦情あれこれ 【環境課】
30 斎場（火葬場、葬祭会館）の

施設内容と利用する上での心得 【環境課】
31 お墓の知識 【環境課】
32 農業委員会の仕事 【観光産業課】
33 地産地消、６次産業化 【観光産業課】
34 森林の機能 【観光産業課】
35 地域ぐるみの獣害対策 【観光産業課】
36 観光地づくり 【観光産業課】
37 道路の計画と維持 【都市整備課】
38 都市マスタープラン 【都市整備課】
39 住宅の防火対策 【消防本部】
40 教育委員会と小中学校の取組 【教育課】
41 生涯学習の推進 【コミュニティ振興課】
42 町の文化財 【コミュニティ振興課】
43 公民館活動 【コミュニティ振興課】
44 図書館のサービス 【図書館】
45 下水道事業 【上下水道課】
46 水道事業 【上下水道課】
47 議会の役割と仕事 【議会事務局】

柴
田
町
長
と
語
ろ
う
の
テ
ー
マ
一
覧
と
分
野

１ 今後も持続可能なまちを
私たち自らが支えよう 【番号 2 ～ 7 全般】

２ みんなで取り組む住民自治のまちづくり【住民参画】
３ 情報共有の充実 【住民参画】
４ 効率的で責任ある財政運営 【行財政】
５ 信頼される行政運営 【行財政】
６ 技術革新への適応 【適応力】
７ 危機管理の強化 【適応力】
８ みんなで行動し、くらしを守ろう 【番号 9 ～ 13 全般】
９ みんなで守る防災のまちづくり 【生活安全】
10 消防・救急体制の強化 【生活安全】
11 交通安全対策の推進 【生活安全】
12 みんなで取り組む防犯対策の推進 【生活安全】
13 消費者保護対策の推進 【生活安全】
14 地域でつながり、支えあうしくみをつくろう【番号 15 ～ 25 全般】
15 子育て、子育ちをみんなで支える環境づくり【子育て・教育】
16 生きる力を育む学校教育の充実 【子育て・教育】
17 みんなで取り組む青少年育成施策の推進【子育て・教育】
18 健康を支えあう地域づくり 【健康・福祉】
19 みんなで支える福祉のまちづくり 【健康・福祉】
20 高齢者が活躍、活動できる環境づくり 【健康・福祉】
21 障がい者が自立し、

安心して暮らせる環境づくり 【健康・福祉】
22 社会保障の充実 【健康・福祉】
23 多様性を認めあい、

人権を尊重する社会づくり 【人権】
24 生涯学習の振興 【生涯学習・スポーツ】
25 生涯スポーツの振興 【生涯学習・スポーツ】
26 魅力あふれる持続可能なまちをつくろう【番号 27 ～ 35 全般】
27 潤いある景観の形成 【環境】
28 安心とやすらぎを感じられる環境づくり【環境】
29 みんなで取り組む自然環境の

保全と快適な生活環境の確保 【環境】
30 持続的な循環型社会の実現 【環境】
31 排水対策の推進 【環境】
32 安全な水の安定供給 【環境】
33 自然と調和した土地利用の推進 【都市基盤】
34 道路網の整備、充実 【都市基盤】
35 公共交通ネットワークの充実 【都市基盤】
36 資源を磨き、みんなで応援・発信しよう【番号 37 ～ 40 全般】
37 まちの魅力を活かした観光の振興 【観光】
38 豊かな文化の継承と活用 【文化】
39 持続的な農林業の振興 【産業】
40 活力を生み出す商工業の振興 【産業】

トークと語ろう

12月21日㈬
開催は

20名から

391-1105TEL
FAX

企画情報課

391-1188
391-1160TEL

FAX 328-5995

交流トーク
コミュニティ振興課

お
申
し
込
み

柴田町長と語ろう

令
和
４
年
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&
事
業
説
明
と
意
見
交
換
の
場

６月１日㈬
令
和
４
年

開催は

２名から

実施には事前申込
が必要です。詳し
くは HP でご確認
ください。

開催期間

の
参
考
と
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。「
交
流
ト
ー
ク
」

で
は
、
町
職
員
が
皆
さ

ん
の
と
こ
ろ
に
伺
っ
て

ご
希
望
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
事
業
説
明
な
ど
を

行
い
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
す
。「
柴
田
町
長
と
語
ろ

う
」、「
交
流
ト
ー
ク
」
を

開
催
希
望
の
方
は
下
記
の
テ

ー
マ
一
覧
か
ら
テ
ー
マ
を
選

び
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
は
、
下
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

民
の
皆
さ
ん
が
町
政
の

知
り
た
い
こ
と
や
関
心

が
あ
る
こ
と
に
対
し
て
直

接
、
町
長
や
町
職
員
と
意

見
交
換
を
行
う
「
柴
田
町

長
と
語
ろ
う
」
と
「
交
流

ト
ー
ク
」
を
下
記
の
期
間

で
実
施
し
ま
す
。「
柴
田

町
長
と
語
ろ
う
」
で
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長

が
直
接
対
話
を
行
い
、

意
見
を
取
り
交
わ
す
こ

と
で
今
後
の
町
政
運
営

町

３月31日㈮
令
和
５
年

６月１日㈬
令
和
４
年

開催期間

開催にあたり、感
染症対策を行って
いただく必要があ
ります。

感染症対策

共通事項

事前申込

ST
OP

不法滞在者や
被退去強制者が働く

密入国人や在留期限が切れた人が働くEX.

観光等の短期滞在目的の入国者が許可を受けずに働くEX.

就労できる在留資格を
有していない

留学生や難民認定申請中の人が許可を受けずに働くEX.

留学生が許可された時間数を超えて働くEX.

出入国在留管理庁の
認定範囲を超えて働く

Case
01

Case
02

Case
03

不法就労は法律で禁止さ
れています。不法就労し
た外国人だけでなく、不
法就労させた事業主も処
罰の対象となります。

就労させた者も処罰



◀菰野町 MaaS「おでかけこもの」
https://www.kotsu.town.komono.mie.jp/URL

◀菰野町ホームページ
http://www.town.komono.mie.jp/URL

＊ホームページでは、広報こものを当紙と同じ
体裁でご覧いただけます。

開館時間

１ 水

２ 木

３ 金

４ 土

５ 日

６ 月 休館日

７ 火

８ 水

９ 木

10 金

11 土 14:00 ～　楽しいおはなし会

12 日

13 月 休館日

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月 休館日

21 火

22 水

23 木 15:30 ～　英語のおはなし会

24 金

25 土 11:00 ～　朗読劇
14:00 ～　楽しいおはなし会

26 日

27 月 休館日

28 火 休館日

29 水

30 木

『リトアニアと杉
すぎ

原
はら

千
ち

畝
うね

21 世紀のリトアニアと日本』
▶重枝豊英 / 著
▶国書刊行会（238.8/ シ）
2022 年、リトアニアは日本との外交関係樹立 100 周
年を迎えます。リトアニア共和国へ赴任した著者が、外
交官としての立場からリトアニアの文化と歴史を詳細に
紹介し、現地の「杉原ハウス」の修復活動にも触れてい
ます。

『青春サプリ。この一瞬にすべてを』
▶日比野恭三・青木美帆・オザワ部長・菊地高弘 / 文
▶くじょう / 絵
▶ポプラ社（J375/ セ）
書道パフォーマンス甲子園で予選敗退が続く名門、愛媛
県立三島高校書道部。部員同士がぶつかり合って成長し
ていく姿を描いた「群青色の青春」をはじめ、部活をテー
マにした全 5 話の青春ショートストーリーを収録してい
ます。

『ワニはどうしてワニっていうの』
▶大塚健太 / 作
▶うよ高山 / 絵
▶小学館（E/ ウ）
ワニの子どもがお父さんに聞きました。「ワニはどうし
てワニっていうの ?」 素直に質問をぶつけてくる子ども
に適当な答えを続けるお父さん。質問に自分だったらど
う答えるかをお互いに話しながら、親子で読み進めてみ
るのも楽しい絵本です。

新着図書から

図書館カレンダ－

俳
句
　
松
寿
会
大
羽
根
俳
句
同
好
会 

会
員
互
選

雲き
ら
ら
み
ね

母
峰
仰
ぐ
麓ふ

も
との

茶
摘
み
時

襟
元
の
角
度
開
き
て
夏
兆き

ざ

す

お
隣
の
犬
吠
え
褒ほ

む
る
大
牡
丹

風
薫
る
丘
に
師
の
句
碑
師
弟
句
碑

新
緑
や
鐘
つ
き
堂
は
朱し

ゅ

の
柱

二
世
帯
に
そ
れ
ぞ
れ
届
く
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

花
は
葉
に
風
呂
の
温
度
は
一
度
下
げ

蟇ひ
き

一
声
鎮
守
の
森
を
制
し
を
り

本
堂
に
大お

お

切き
り

絵え

嵌は

む
春
障
子

堀
江
み
つ
ぎ

石
原
風
雲

山

本
　

良

馬
場
富
子

榎
本
五
十
鈴

小
橋
佐
知
子

吉
田
勝
博

速
水
運
太
郎

宮
内
あ
き
お

我
が
愚
痴
を
聞
い
て
い
る
の
か
否い

な

違
う

聞
く
ふ
り
見
事
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
う

短
歌
　 

清
流
短
歌
教
室
　
三
原
香
代
　
選

ぼ
ん
や
り
と
ひ
ざ
に
犬
の
せ
窓
の
外と

の

雨
足
み
つ
め
耳
か
た
む
け
る

夕
暮
れ
に
戸
を
閉
め
る
時
あ
お
ぎ
見
る

半
分
の
月
雲
に
包
ま
る

〈
お
前
さ
ん
ど
こ
か
ら
見
て
も
八
十
六
さ
〉

春
だ
と
ゆ
う
に
鏡
は
正
直

茶
畑
を
覆
う
シ
ー
ト
は
陽
を
反か

射え

し

銀
河
の
ご
と
く
風
に
き
ら
め
く

春
光
を
浴
び
て
ひ
さ
び
さ
畑
仕
事

じ
ゃ
が
芋
植
え
て
八
十
二
歳
汗
か
く

豊
田
真
智
子

平

林

和

江

内
田
す
え
の

花
木
み
ち
子

市

川

吉

康

奥

村

秋

男

広報こもの
№ 742

10

湯の山線の歴史　
　牛車で四日市港から運搬された軽便機関
車は、旧役場本庁（現菰野地区コミュニティ
センター）南の広い場所で下ろされ、道端で
組み立てられました。また、湯の山の神明橋
終点までの敷設資材も全てここで荷下ろしさ
れました。
　明治 45 年（1912 年）６月、菰野～湯の
山間で敷設に着手し、２か月後の大正元年
（1912 年）８月17日、明治天皇の喪中であっ
たため、一部の関係者のみでの開催となりま
したが、菰野停車場の敷地で起工式が開か
れました。同11月末、湯の山～金渓川間の
線路を竣工し、翌年１月には最大の難工事で
あった金渓川橋梁も完成し、大正２年（1913
年）６月1日に川島村～湯の山間で汽車が
走り、営業を開始しました。

第 99 回

広報こもの
№ 742
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※おはなし会やギャラリー展示は新型コロナウ
イルス感染症の影響により中止（延期）とす
る場合があります。

６月

1212

【４月末現在】【４月末現在】
４４

件数 １月からの累計
　　  火災発生 １ ７
　　　救急車出動 126 552

交通事故 17 47
急病 82 371
一般負傷 20 101
その他 ７ 33

　　　救助出動 ３ 14
　　　交通事故 79 349

物損事故 73 329
人身事故 ６ 20

死者 ０ ０
傷者 １ 17

数 増減
　　　総人口 41,405 人 ＋ 15 人

男 20,455 人 ＋４人
女 20,950 人 ＋ 11 人

　　　総世帯数 17,008 世帯 ＋ 44 世帯

ありがとう
ございます

社会福祉のために▶令爺さんから 12 万円▶㈱デンソートリムか
らユニフォーム、マスク▶三重北農業協同組合かぶせ茶販売代金
の一部から 35,808 円▶匿名で１万円

▲中菰野駅を出発して走る近鉄湯の山線

「みんなが楽しめる
バリアフリーの本」

▶６月 26 日まで

８

辻 隆司さん
（町芸術文化協会写真部会 千草）

写真撮影

その２

みんなが楽しめるバリアフリーの本

『つくしちゃんとおねえちゃん』
『ばあばにえがおをとどけてあげる』
『すうがくでせかいをみるの』
『おすしやさんにいらっしゃい』

小学校
1、2年

中学校 高等
学校

『みんなのためいき図鑑』
『チョコレートタッチ』
『111 本の木』
『この世界からサイがいなくなってしまう』

小学校
3、4年

『セカイを科学せよ！』
『海を見た日』
『江戸のジャーナリスト葛飾北斎』

『その扉をたたく音』
『建築家になりたい君へ』
『クジラの骨と僕らの未来』

『りんごの木を植えて』
『風の神送れよ』
『ぼくの弱虫をなおすには』
『捨てないパン屋の挑戦』

小学校
5、6年

課題図書

青少年読書感想文全国コンクール第68回

８

課題図書を読んで、読書によって得られた感動を感想
文に表現してみましょう！

大きな文字の「大活字本」、読みやすい「LL ブッ
ク」、目が見えない人も見える人も一緒に楽し
める「点字付き絵本」などいろいろな形の本
をみて、触れて、読んで楽しんでみませんか。

▶６月 26 日まで

2 0 2 2

菰野町では、ウクライナ国内および避難民を受け入れる周辺
国への救援活動を支援するため、救援金の受付を行っていま
す。いただいた救援金は、日本赤十字社三重県支部を通じて
ウクライナ国内および周辺国へ送ります。

ウクライナ人道危機救援金を受け付けています

健康福祉課
健康づくり係

問い合わせ

TEL 391-1126
394-3423FAX

大活字本 点字付き絵本

絵も凹凸で表
現

「夏生活～涼しく
快適な暮らし～」

▶６月 29 日から

８



■菰野町電子メールアドレス keyaki@town.komono.mie.jp
＊「広報こもの」は視覚障がいのある方（障害者手帳をお持ちの方）に「声の広報」をお届けしています。
　ご希望の方は役場企画情報課（TEL 391-1105/FAX 391-1188）にお問い合わせください。
＊当紙の内容を当町の許可なく、無断で転載することを禁止します。
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広報菰野６月号
令和４年６月１日発行
▶企画編集　企画情報課
▶印刷　イセマイ印刷

5,000

子ども家庭課
子ども政策係
TEL 391-1124

394-3423FAX

新型コロナウイルス感染症が子どもを中心とした
家庭内感染等により広がりを見せており、これま
で以上にマスクの着用や消毒の実施などが必要と
されています。そのため、対象児童がいる世帯に
感染症予防に効果があると思われる物品を購入で
きる感染症予防物品等購入券を配付します。

子育て世帯を経済的に支援

市区町村を入力するか
プルダウンから「三重
県菰野町」を選択

検索条件のカテゴリで
「子育て」を選択し、
事業の検索を開始

マイナポータル

マイナポータル「手続
きの検索・電子申請」
のページへ

マイナポータル HP

「感染症予防物品等購
入券支給申請」を選択
し、必要事項を入力

▶対象世帯には感染症物品等購入券の申請に関する案内を送付しています。

小学６年生以下の子ども
（平成22年４月2日以降生まれ）

日６
26

12
25

・アルコール消毒液
・洗剤　・漂白剤
・除菌シート
・石鹸　など

・うがい薬　 ・体温計
・ビニール袋
・使い捨て手袋
・タオル　など

水６
１

マイナポータル

「ぴったりサービス」での申請がおすすめ！

消毒物品関係 その他物品

町内のドラッグストア、薬局
（取り扱い登録されている店舗に限る）

日

マスク類
・マスク
・フェイスシールド
・フェイスマスク
・防護メガネ　など

対象
児童

利用
期間

申請
開始

利用
可能店舗

申請
方法
申請
方法

問い
合わせ

購入可能
物品（例）

１
人
当
た
り

円
分

※郵送で申請される場
合は、返送用封筒を
お使いください。

を
防
ぐ

子
ど
も
の

感染症予防物品等購入券


